
国際トレンディ

国際会計教育基準審議会（IAESB：

InternationalAccounting Education

StandardsBoard）は、国際会計士連

盟（IFAC）の中に置かれた職業会計

士のための国際教育基準（IES：In-

ternationalEducationStandardsfor

ProfessionalAccountants）を審議・

議決する機関である。IAESBは2010

年１月から各国際教育基準の改訂作

業に取り掛かっており、2013年末ま

でを目標に改訂作業を終え、2014年

にIES第１号と第７号、2015年に残

りのIES第２号、第３号、第４号、

第５号、第６号、第８号が順次発効

される予定である。その主な改訂方

針は、規則主義から原則主義への変

更である。

ニューヨーク会議は、2013年３月

20日から22日の３日間、ニューヨー

ク市内のIFAC本部で行われた。本

稿において、この会議の概要を報告

する。

IES第２号は既に公開草案として

公表され、コメントの募集が終了し

ている。今回の会議では、このコメ

ントを分析し、再修正の可否が検討

された。

公開草案では、能力分野を11とし、

発揮能力のレベルについては、基礎

（Foundationlevel）、中級（Interme-

diatelevel）、上級（Advancedlevel）

の３段階とされている。

なお、主な改訂箇所は、以下のと

おりであった。

� 基準の名称は、「ContentofPro-

fessional Accounting Education

Programs」から、「InitialProfes-

sional Development－ Technical

Competence」に変更。

� 基準の焦点を「Knowledge」か

ら「TechnicalCompetence」に変

更。

� 新しい用語として、「Profes-

sionalCompetence」、「Technical

Competence」 及び 「Assessment

Activities」を追加。

公開草案に対するコメントはIFAC

加盟団体や会計事務所等から合計32

通提出されており、これに対するタ

スクフォースが実施したコメント分

析の報告に基づいて検討がなされ、

11の能力分野を規定した改訂案を支

持するというコメントが寄せられた。

「BusinessStrategy」を新たな能

力分野として追加すべきとの意見が

あったため、これについて検討した

結果、新たな能力分野として追加は

しないが、「BusinessManagement」

の能力分野の学習成果に追加するこ

ととした。

「InformationTechnology」につ

いては他の能力分野に統合するべき

とのコメントもあったが、原案どお

り独立した能力分野とすることとなっ

た。

「QuantitativeMethods」を新た

な能力分野として追加すべきとのコ

メントがあったため、これを検討し

た結果、独立した能力分野として追

加はしないが、「ManagementAccount-

ing」、「AuditingandAssurance」、

「FinanceandFinancialManagement」

の能力分野の学習成果に加えること

とした。

今回の議論を反映した最終稿を作

成し、６月の会議に提出することと

なった。

IES第３号は既に公開草案として

公表され、コメントの募集が終了し

ている。今回の会議では、このコメ

ントを分析し、再修正の可否が検討
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された。

公開草案での主な変更は、以下の

とおりであった。

� 基準の名称は、「Professional

SkillsandGeneralEducation」か

ら「InitialProfessionalDevelop-

ment－ProfessionalSkills」に変更

した。

� スキル項目を以下のとおり整理

した。

�Intellectual、�Personal、�In-

terpersonalandcommunication、

及び�Organizational

なお、現行のTechnicalandfunc-

tionalskillsは削除されている。

� それぞれのスキルにおける達成

すべきレベルは、Foundationlevel、

Intermediatelevel、Advancedlevel

に分類された。

� 基準の名称及び要求事項から、

一般教育（GeneralEducation）を

削除した。

公開草案に対するコメントは、

IFAC加盟団体や会計事務所等から

合計32通提出されており、これに対

してタスクフォースが実施したコメ

ント分析の報告に基づいて検討がな

された。

公開草案を支持する回答が多く出

されていたが、一部職業会計士プロ

グラムの定期的な見直しや習熟レベ

ルの解釈について懸念するコメント

も寄せられていた。また、IES第２

号、第３号及び第４号を統合しては

どうかとの意見も寄せられたが、こ

れについては諸事情により今回は統

合しないという結論に達していると

いうことを再確認した。また、適用

時期についても、第２号、第３号及

び第４号を同時期とすべきであると

いう意見が寄せられたため、今後、

できるだけ同時期の適用となるよう

努力することが確認された。

「一般教育」については削除され

たが、その重要性は会議において再

認識することが確認されたため、説

明資料の中に「一般教育は専門的ス

キルの習得の基礎として役立つもの

であり、効果的な意思疎通ができ、

問題調査、分析能力、論理的及び批

判的思考が出来るようになるための

基礎である。」との記述を追加する

こととなった。

習熟レベルについては、能力分野

ごとに設定する原案が支持された。

また、Interpersonal（対人関係）ス

キルとIntellectual（知的）スキルは

同じレベル（intermediate）とする

ことが確認された。

その他、ProfessionalSkepticism

（懐疑心）をPersonal（人的）スキル

に加えること、ProfessionalJudg-

ment（専門家としての判断）をIn-

tellectualスキルに追加すること、及

びOrganizational（組織）スキルの

中に、・Knowingwhentoconsultan

expert（専門家への相談）・を追加す

ることがタスクフォースから提案さ

れた。

上記提案について検討の結果、

ProfessionalSkepticismをPersonalス

キルに追加することは見送られ、

ProfessionalJudgmentをIntellectual

スキルに追加するという提案は否決

された。

また、「専門家にいつ相談すべき

か知ること」については、組織スキ

ルに追加された。

IES第３号の学習評価が可能であ

るかどうかについては、評価可能で

あるとの見解となった。これに対応

するため、説明資料の拡充及びガイ

ドラインや評価事例の紹介などを戦

略計画に含めることとした。

今回の議論を反映した最終稿を作

成し、６月の会議に提出することと

なった。

IES第４号は既に公開草案として

公表され、コメントの募集が終了し

ている。今回の会議ではこのコメン

トを分析し、再修正の可否が検討さ

れた。

公開草案での主な変更は以下のと

おりであった。

� 基準の名称は、「Professional

Values,Ethics,andAttitudes」か

ら「InitialProfessionalDevelop-

ment－ProfessionalValues,Eth-

ics,andAttitudes」に変更された。

� CompetenceAreaの項目を以下

のとおり整理した。

� Professionalskepticism and

professionaljudgment

� Ethicalprinciples

� Commitmenttothepublicin-

terest

公開草案に対するコメントは、

IFAC加盟団体や会計事務所等から

合計31通提出されており、これに対

するタスクフォースが実施したコメ

ント分析の報告に基づいて検討がな

された。

学習成果のTableAの表について、

順を追って能力開発が進むようさら

に内容を充実させるため、次の２項

目を追加した。ⅲ	Identifyethicalis-

suesanddeterminewhenethicalprin-

ciplesapply.ⅳ	Analyzealternative

coursesofactionanddeterminethe

ethicalconsequenceofthese.

懐疑心（Skepticism）や判断（Judg-

ment）については監査特有のもので
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あるためここでは削除するべきとい

う意見もあったが、すべての会計専

門家に関係がある事項であるとして、

原案どおり残すこととなった。

習熟レベルの項目やその他の箇所

についても各団体等からさまざまな

コメントがあったが、最終的に修正

は行わず、原案どおりとすることと

なった。

起草ワーキンググループにて「さ

らに明確化すべき用語」などについ

て検討し、その意見を取り入れた最

終稿を作成し、６月の会議に提出す

ることとなった。

これまでの議論において、IES第

８号は財務諸表監査を行う監査の専

門家をその対象とし、その他の非監

査業務（保証業務等）は含めないと

いうことで合意されている。改訂案

では、「業務執行社員（Engagement

Partner）」の役割（Role）に焦点を

絞り、その役割の種類やレベルに応

じたIPD（資格取得前の専門能力開

発）やCPD（資格取得後の専門能力

開発）を求めるという方向で議論が

進められている。

IES第８号は既に公開草案として

公表され、コメントの募集が終了し

ている。タスクフォースは、回答の

あったコメントの分析を中心に電話

会議を数度行っている。この電話会

議には、IAESBのパブリック・メン

バーである平松一夫教授とテクニカ

ルアドバイザーである筆者が参加し

た。

今回の会議では、このタスクフォー

スによるコメント分析報告をもとに

議論が行われ、再修正の要否が検討

された。

公開草案での主な改正は、以下の

とおりであった。

� 発揮能力の向上に関するダイヤ

グラム案をさらに理解しやすいも

のに改訂した。

� 発揮能力のマトリックス表につ

いては、IES第２号の発揮能力分

野の修正に応じて見直した。

� 習熟レベルについては、IES第

２号の修正に合わせて、Founda-

tionlevel、Intermediatelevel、Ad-

vancedlevelの３段階とした。

� 中小規模の事務所の業務執行社

員のケースも、基準内に収まるよ

うな表現としている。

公開草案に対するコメントは、

IFAC加盟団体や会計事務所等から

合計34通提出されており、これに対

してタスクフォースが実施したコメ

ント分析の報告に基づいて検討がな

された。

全体として、IES第８号の修正案

について一定のレベルの支持が得ら

れた。ただし、「目的」のセクショ

ンの表現が適切でないという意見が

多く出された。また、「AspiringEn-

gagementPartner」についてはその

定義が分かりにくいとの意見が多

かった。さらに、IES第８号は独立し

た基準とすべきではないという意見

も一部から出された。

これらのコメントを踏まえて、以

下の対応を行うこととなった。

� IES第８号は引き続き独立した

基準とする。

� 目的については、「本IESの目的

は…」に変更する。（原案では

「IFAC加盟団体の目的は…」であっ

た）

� 目的の修正に関連し、基準の範

囲についても以下を加えることと

した。「ThisIEStobereadincon-

junctionwithInternationalStan-

dardonAuditing220（Revised）,

InternationalStandardinQuality

Control1,andInternationalEduca-

tionStandard7.」

� TableAの習熟レベルに関して

は、そのほとんどがAdvancedLevel

であることから、習熟レベルの

記載は必要ないため削除する。

� Newly Appointed Engagement

Partnerと Serving Engagement

Partnerを区別する必要はないと

して表現を変更する。

� AspiringEngagementPartnerの

定義が分かりにくいということで、

これに関する記述をすべて削除す

る。

� 会計専門家の能力開発は進行性

（progressive）の性質があり、チー

ムでの業務を通じて進展していく

こともあることを追記する。

� IES第８号では財務諸表監査に

のみ焦点を絞るが、保証業務につ

いての言及も付け加えることとす

る。

	 SMP/SolePractitionerに関する

記述については、説明資料を修正

し、会計事務所の規模にかかわら

ず、すべてのEngagementPartner

に要求されるものであり、規模に

よって能力分野あるいは学習成果

に違いはないことを明確にする。

これについては、SMP委員会とも

協議のうえガイドラインを作成す

る。


 「複雑な業務」についての記述

は削除し、説明資料において必要

とされるCPDを受講することにつ

いて記述する。

これらの修正は重要な修正になる
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ので、再公開草案としてもう一度パ

ブリックコメントを募集することに

なった。タスクフォースはこれを踏

まえ、６月の会議に再修正後の公開

草案（原稿）を提出することとなっ

た。

IES各号の改訂に合わせたフレー

ムワークの改訂を進めるにあたり、

必要な修正を以下のとおり分類した。

Level1：IES各号の改訂に伴う単純

な用語の変更

Level2：起草時の約束事にそろえ

るための軽微な内容変更

Level3：改訂された基準により適

合したフレームワークとす

るための校正及び内容変更

等

「一般教育（GeneralEducation）」

のガイドラインの提供については、

次の事業計画で再検討する予定。

フレームワークの改訂手続日程に

ついても議論がなされ、他の各IES

の発効日に間に合わすことが望まし

いとの意見が多数出された。IAESB

はIFACから独立した機関であり、

基本的に自主的な判断ができるとい

うことが再確認され、PIOB（Public

InterestOversightBoard）の同意を

得て公開草案から発効日までの日数

を短縮して進める方針となった。

CAG（ConsultativeAdvisoryGroup）

からは、前回の会議で提案のあった

３つの戦略上の優先順位を全般的に

支持するとともに、以下の指摘があっ

た。

○ 広報活動を実施及び適用の分野

に含める

○ 実施ガイドラインの改訂作業を

優先させる

○ 加盟団体のアクションプランで

示されるIES適用上の問題点に対

する対応等

これらの議論を踏まえて、再度、

CAGに意見照会し、６月の会議に

修正案を提出する予定。

・2013年６月17日～19日

ニューヨーク

・2013年10月30日～11月１日

トロント

（国際会計教育基準審議会テクニカ

ルアドバイザー 井上浩一）
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